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頁は改訂（20版）を示す

 

施工マニュアル 改訂箇所 
2023年5月 

頁 現行（19版） 改訂（20版） 

共
通 

 
 

①各表のレイアウト変更 
②記述位置の変更（移動） 

 
 
 
 
 
 

1 
 
 
 
 
 
 

備考 5.管種は直管およびEF受口直管があります。 
 

備考 5.管種は直管およびEF受口付直管がありま
す。：（変更） 

（管の種類） 
 
 
 
 
 
（管の種類）：（表示位置の変更） 
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（1.2管・継手の種類） 
 
 

（1.2管・継手の種類）:（対象呼び径の追加） 
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（3.6給水管との接続）② （3.6給水管との接続）②：（表示名の変更） 
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頁 現行（19版） 改訂（20 版） 
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6.2布設方法（1）施工時の直管最小切管長さ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6.2布設方法（1）②EF受口付直管の場合、 
メカニカル継手の場合：（追加） 
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7.1掘削（2）土工定規 
水道事業実務必携による最小掘削幅  0.55 

7.1掘削（2）土工定規 
水道事業実務必携による最小掘削幅  0.60 
：（変更） 
 

掘削幅（Ｂ） 
備考3．呼び径を問わず掘削幅は0．85となります。 

掘削幅（Ｂ） 
備考3．呼び径を問わず掘削幅は0.90ｍとなります。 
：（変更） 
 

その他数字 小数点以下1桁 その他数字 小数点以下2桁：（変更） 
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8通水試験 水圧試験時の注意事項（1） 
クランプが外せる状態になってから、ＥＦ継手の場合は 
 
 

8通水試験 水圧試験時の注意事項（1） 
クランプが外せる状態になってから、ＥＦ受口付直管及び
ＥＦ継手の場合は・・・・・：（追加） 

 

以上 


